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Quantitative analysis methods of high-frequency ultrasound echo signal for evaluation 

of tissue characterization 

高周波エコー信号を用いた組織性状評価のための定量信号解析法 

 

現在の臨床用途に比して高周波の超音波を用いることで，エコー画像では見

ることのできない空間分解能以下の構造を定量的に評価可能であると期待され

ている．そこで本研究では，より小さな組織構造や性状を定量評価することを

目標に，生体から取得されるエコー信号の解析アルゴリズムを複数提案すると

ともに，信号劣化の原因に応じた補正法を開発した． 

信号解析アルゴリズムについては，主に初期の脂肪肝の定量評価を主な目的

として，これまでの関連研究で使用されてきた周波数よりも中心周波数が高い

15 MHz の高周波超音波プローブを主に用いて検討を行った．生体模擬ファント

ムおよび計算機シミュレーションでの基礎検討の成果を踏まえて解析モデルを

構築し，摘出マウス肝臓での実測と評価を行ったところ，300 μm 程度の高い

空間分解能で脂肪沈着の状態を評価可能となった． 

信号劣化に関しては，高周波超音波が抱える減衰の問題を解決するために，

信号の一部が欠落した場合に既存の信号解析法が受ける影響について主に計算

機シミュレーションで検証し，新規の補正法を提案した．臨床のリンパ節エコ

ーデータにおいて，がん転移の有無を推定する定量評価手法の前処理として提

案法を導入した結果，信号取得時の電圧レンジが半分以下に制限されて信号の

飽和が起きた際においても，がん転移の評価精度が低下しないことを確認した． 
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